
Title 羽田海面稼方に関する紛争（社会経済史資料紹介一）
Sub Title
Author 野村, 兼太郎

Publisher 慶應義塾理財学会
Publication year 1935

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.29, No.11 (1935. 11) ,p.1693(89)- 1719(115) 
JaLC DOI 10.14991/001.19351101-0089
Abstract
Notes
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19351101-

0089

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


羽
田
悔
面
稼
方
に
關
す
ろ
紛
爭
シ

(

社
會
經
濟
史
資
料
紹
介

1
)
.

：：

-
. 

- 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.. 

•' 

. 

.
い.，
. 

.. 

.

.

.

.‘

：
野
；
利
兼
：太
郞

. 

....

■
 

.

 .

 

;

.

.

.

.

.

.

.

 

ベ
' 

•

海
面
稼
方
*
即
ち
漁
業
撖
の.肫
题
は
、
德
川
時
代
に
於
い
て
も
相
常
厄
介
な
も
の
で
あ
つ
た
ら
し
い
。
明
治
サ
八
年
農
商
務
省
水
產 

調
霖
調
齊
に
依
5

#

時
、
漁
業
裁
許
例」

に
は
酉
四
十
餘
件
を
收
錄
し
て
，ゐ
る
。
勿
論
こ
れ
は
河
川
の
分
も
含
め
て
は
ゐ
る
が
、 

こ
れ
で
全
部
で
は
な
い0
私
の
龛
集
し
得
た
僅
か̂

資
料
中
に
も
、
二
三
漁
業
權
'に
閼
す
る
も
の
が
あ
る
。
こ
X

.

に
紹
介
し
ょ
ぅ
と
尼 

ふ
の
は
、‘羽
田
附
近
の
漁
業
に
關
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
地
，の
漁
業
權
は
か
な
り
古

，：

s

時
代
か
ら
問
題
と
な
つ
て
ゐ
た
も
の
ら
し 

い
。「

取
京
府
民
政
史
料」(

大
正
九
年
刊)

1
八
頁
以
下
に
、
德
川
時
代
羽
田
近
海
採
藻
に
關
す
る
こ
と
と
題
し
、
正
德
五
尔

(

一
七
一
‘五) 

訴

訟

判

.及
び
延
享
元
年(

ー
七
叫
四)

和
融
書
付
の
ニ
文
書
を
收
錄
し
て
ゐ
る
。
霞1

ゐ
.る
も
'の
で
あ
る
が
、'深
川
獵
師
町
以
下
諸
町.と
.六
鄕
領
弱
田
、
：欠
森
の
諸
村
と
、
.の
#
'で
*
深

川

側

は

十：！

來

が

ら

御

領

所
.內

海

の

分

'は 

入
會
で
I

か

ら
-
羽
田
火
森
の
村
下
へ
漁
獵
に
出
て
も
ょ
い
と
主
張
し
、
羽
田
伽
は
入
#
.で
な
い
と
主
張
ず?,
'

o
■
結
局
こ
の
'判
決
は 

羽
田
大
雜
側
妗
勝
利
に
歸
し
、
そ
：
.の
漁
業
權
が
確
認
さ
れ
た
わ
け
で
あ.る
o 

t
t
'
fc
後
，に
紹
介
ず
る
文
書.に
關
係
あ
：る
點
で
、
法
意
し 

て
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の.は
、
羽
出
大
森
の
答
唞
中
に
次
ぎ.

Q:

如
き
句
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

羽3

海
面
稼
方
■

す
蠡
爭 

'
八
九
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ニ
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§

■



羽
田
海
面
橡
方
に
關
す
る
.紛
.爭 

九
0 

C

 

'

「

羽
田
も
當
浦
貝
獵
を
以
致
渡
世
、
大
淼

t

村
前
之
貝
類
藻
草
等
を
以
田
畑
こ
や
し
致
來

」

"
：

又
漁
獵
の
範
園
を
、
北
は
大
森
时
御
林
町
油
境..

一

之
薄
杭
跡
疾
南
捧
杭
跡
內
輪
と
指
定
し
：
‘て
：ゐ
る
點
も
後
に
多
少
關
係
が
あ
る
？

,延

享

元

年

，
の

事

件

は

、

;'
荏
原
：郡
下
袋
村
が
羽
田
大
森
の
諸
村.を
訴
へ
た
の
で
あ
づ
て
、
そ
の
主
張
す
る
と
こ5,は
、.
.卞
：袋
村
は
古
來 

桃
谷
村
と1;

村
で
あ
つ
た
關
係
上'
,海
岸
で
は
な
い
が
、
釉
谷
村
磯
で*
:̂
貝
類
を
採
取
し
て
ゐ
た
の
に
、
羽
田
大
森I

が
こ
れ
が 

差
此
を
中
越
し
て
來
た
が
、
そ
れ
は
心
得
難
い
と
写
ふ
0
で
あ
る
0
羽
m
大
森
侧
は
そ
れ
は
僞
り
で
あ
る
。
隣
村
だ
か
ら
多
少
の
藻
草 

貝
鉗
を
手
取
り
に
す
る
と
と
は
從
來
見
逃
し
て
ゐ
た
。
然
る
に
當
牢
舟
で
乘
出
し
へ
鍊
羽
ロ
と
表
ふ
道
具
で
貝
類
を
取
つ
て
商
寶
に
す 

ろ
か
ら
、
差
]!
:
め
た
の
で
あ
る
。
下
袋
村
は
元
來
嘰
付
で
な
く
そ
の
權
利
は
な
い
と
主
張
し
た

:0
こ
れ
も
亦
大
體
羽
田
大
森
側
の
中
；張 

が
通
り
、
下
袋
村
は
從
來
の
憤
例
と
し
て
手
取
り
は
認
め
ら
れ
た
が
、
他
は
證
據
不
十
分
と
し
て
却
下
さ
れ
た
の
で
あ
つ
た
。

こ
の
，海
而
.の
漁
業
權
に
關
し
、
世
に
公
判
さ
れ
た
も
の
：で
管
見
に
觸
れ
た
も
の
は
、
以
上
の
}
一

 
つ
.だ
け
で
あ
.る
。
と
こ
ろ
が
と
の
海 

m
の
問
題
は
そQ

後
も
絕
ぇ
ずs

ろ
く
な
問
題
が
.あ
つ
た
や
.ぅ
で
あ
る
。
深
川
獵
師
町
を
排
除
し
、
さ
ら
に
磯
つ
き
な
ら
ざ
る
げ
 々

を
除
去
し
た
羽
田
大
寐
の
諸
村
は
彼
等
相
互
の
間
に
爭
ひ
を
惹
^
し
た
の
で
あ
る
。
彼
等
の
爭
ひ
は
*
す
で
に
芷
德
享
保
の
頃
に
起
つ 

た
も
の
で
あ
つ
て
、
前
述
せ
る
如
く
羽
田
側
が
純
粹
漁
村
で
あ
る
の
に
對
し
、
大
淼
側
が
農
村
で
あ
つ

-て
、
肥
取
の
た
め
の
漁
獵
で
あ 

つ
た
こ
と
に
、
端
を
發
し
て
ゐ
る
。
最
初
羽
田
側
諸
村
が
天
保
十
一
年

(
一
八
四
〇〕

に
提
出
し
た
訴
訟
狀
を
紹
介
し
ょ
ぅ0
 

「

乍
恐
以
書
付
御
訴
訟
泰
申
卜

：

候 

’

中
村
八
太
夫
御
代
官
所

 

，

メ 

武
州
歡
原
郡
南
品
川
獵
師
町
'

大
井
村
之
内

魚
獵
出
入

羽
：

E

海
而
稼
方
に
關
す
る
紛
爭
，

.

铒
林
獵
_

町
.

羽
田
獵
師
町

同
當
分
御
預
'リ

所

‘
：

同

州

橘

猫

郡
'，
:
坐

麥

浦
 

0
 

新
宿
浦 

神
奈
川
獵
師
町 

:

右

六

：
ダ

浦

獵

.
®
浦

役

人

傯

代
 

■;
'
パ

羽

田

獵

師

町
 

露
人
組
頭

'
利

'
肋

 

:

御
秫
獵
師
町
:

/

:'
■
同

....：
：
,

'

:

獵師頭忠兵衞 

,
..
:
坐
麥
浦 

同
；

¥

 

f

重

ぬ

郞

揮
裴
與
右
衞
門
樣
御
知
行
所 

同
州
橘
樹
郡
小
田
村

相
手 

名
主
，
甚
左
衞
門

九
'

1
C

1

六
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.,
_

田
海
诃
線
方
に
關
す
る
.盼
爭

r

-j

■:)

同

間
宮
庄
，五
；郞
機
御
知
行
所 

.パ
同
^E

 

郡！
^
 

同同

.

」

，
 

小
幡
監
物
樣
御
知
行
所'. 

同
州

同

郡

同

村
. 

同

:

同

，

中

村

八

太

夫

御

代

官

所. 

同
州
同
郡
同
村

•-
■
■:同

''
.
'て
：

.同

：

,
.

.
同
御
.代
官
所

_

パ

■
.;
::同
州
同
郡
菅
澤
村

へ
同
'
.:
ノ 

.

.
同
.ぐ

.印
寄
"

平

丘

ハ

，衞

名
中
：
藤

藏

 

紐頭
：
.

權：.

兵
衞

名

主

三

郞

兵

衞
 

牢
寄
五
郞
右
衞
門

名
主
左
五
右
衞
門 

同

重

兵

衞

名

主

傳

左

衛

門
 

年

寄

太

兵

街

名
主
' 

藤
.
右
.衞
門

間

成、

藏

羽
曲
海
前
線
ガ
咚
關
^

を
.粉
爭
.

同
御
代
官
所

.

同
州
苘
郡
潮
田
村

同
'
.
.
.

岡
' —

同
御
代
官
所
：：:
,
'
:
,'- 

く
':

同
州
同
：郡
苽
子
安
村.

.

同 

名
主
'
思

右
.衞
，門
丨

名
主
源
翁
衛
門
幼
年I
 
二
咐
後
说 

同 

苹

寄

德

，
■

兵

f *

同
御
代
官
所
：
'

州
同
郡
西
子
安
村 

.

司
::
:

名主.
久治郞

同
”

.年

寄

長

右

衛

門

同
御
代
官
脱
.'
'
,

ヽt

州
同
郡
渡
田
村

.

同
.、：

名
主
'
太
' 

■
平
.

.

_
;-
同
，
.
莰

左

氍
H

:

s
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方
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同
外
同
甜
下
新
^
村 

「

同 

、名
、

H
T

彥

兵

ノ

衞 

‘
4

资
四
郞
右
銜
門

.

:

向

：

同
御
代
官
所
へ 

じ
:;
;
.
}
:
勒

州

同

郡

大

嶋

村

名

主

十
1

* 

苹

寄
■'
權

.

.藏

'■
同

同
御
代
官
脈
-
::
:
.
.
. 

,

■.
'l
'
'
-'
;
い
同
州
同
郡
池
上
新
田

:岗
；
：

. 

'名
：主

直

：

藏 

,

同 

'
:年

寄
.治
.右

输

：ぼ 

同
御
代
官
所
シ
.

…

.
：

/
: 

v
:
,
r
/-
,
:
同
州
同
郡
稻
荷
新
田

.;

.尸
同
七
发
樹
門
組
名
虫

'
太
左
衞
.！

：
:

同
六
郞
岔
衞
門
組.名

主
U

ハ
^
左
衛
門

:
.
n 
へ
：'同
州
同
.郡
川
中
島
付
：

：

r

同
.
>ニ
-
.ク
へ
'

「
'「齡

3
1

久
.右
.辩

門

.

:
太

郞

茁

衛

門
：

同
觀
代
實
所
1

.

.ニ
l
r
+
,

\-病

同

州

同

郞

大

飾

河

原

村
.'
i

+

.左

五

右

衛

門
:

:

-i
'

.

p

v

.

’
_

'

••

.
同
,

重

治

都
 

'

1
：

御
代
^ :
脾

ノ
：
.

.
:
;ジ

，：.同
州
同
郡
桃
谷
村
：

.,

同

.

.
¥寄

善

治

.郞 

:

*
 ,同 

同

茂

右

衞

鬥
 

同
御
代
贫
呢
::
.

•:
,ン
ス■!:

州
同
郡
取
大
森
村

:.
.同 

，名
主
兵
左
衞
門 

同 

牟

寄

吉

兵

衞 

同
御
代
官
所
:」

'
'

:
v:
:'
I
î
同
郡
北
大
森
村

-.
'■同 

年
寄
五
右
衛
門

九
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置
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稼
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攀

九
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一
七
0:
0)

.

:

間

■:
:
助
.左
一
衛
門
：

同
御
代
-
s

i
v̂i
-'
.

:
'.v
,
r:
;
lw
l
:
'
w
fn
l
郡
西
大
淼
村

.
同
。
 

名
主
へ.
甚
：
兵

%

.

. 

.
同
' 

' 

-

苹

寄

彌

兵
1

衞

同
御
代
肾
所
::
.':
:

'

:

八
:'
:
'
'
.ハ
同
州
同
郝
不
入
斗
村 

.

.

.晛
’ 

名

主

太

左

.衞
門 

:

同 

年

弩

庄

左

：衞
門 

右
訴
訟
人
、
利
肋
、
忠
兵
衞
、
十
次
郞
一
同
奉
申
上

i:、

糞

浦

方

之

儀

裏

_
百

姓

芽.と
違
、
乍
恐
御
入
國
以
來
、
御

-S

緖

有
之
、
大

切

之

親

錯

繁
■

昨
上
、
御

府

內

鎏
S

、
碁

麄

爵

成

之
f

、
年

獵

S

歸

用

、
其
外

愈
貝
類
御
好
御
用*
.極
i
相
勤
能
在
、
往
古̂

廣
場
之
海
面
進
退
仕
、
御
當
地
金
杉
：浦
、
本
芝
浦
幷
南
品
川
獵
師
町
、
大
.井
村
之
內 

御
林
獵
帥
町
羽
仔
織
如
町
生
麥
浦
、
新
措
浦
、
神
奈
川
獵
師
町
、
右
八
ケ
浦
組
合
、
御
菜
御
肴
代
永
幷

e
：

々
正
愈
無
代
上
納
仕
、 

其
外
船
役
永
と
號
、
浪
面
御
苹
貢_
ト
；納
、
從
古
來
御
用
向
精i
大
切
一
一
相
勤
、

:̂
加

至

極

難

有
a：
：

合

奉

存

办

、
尤

羽

田

浦

之

儀

t
、 

北
i
御
林
町
浦
境
一
之
潯
杭
跡,
、
南
{
生
麥
浦
境
東
南
之
棒
杭
跡
迄
、：
'.
;海
«
.
.四
與
八
町
余
進
退
罷
在
、
羽
田
生
麥
附
浦
之
儀t
大 

浦51

宿

之

、

一

鉢

私

共

浦

ュ

之

儀

i 

•田
畑
無
之
*
居
屋
敷
而
巳
之
獵
師
百
姓.

II
而
V
:海
面
ヲ
田
畑
同
.
«

II

相
.心
得
、
大
勢
之
獵
師 

共
、
海
業
而
已n

而
父
母
妻
子
扶
助
養
育
罷
在
、
然
ル
處
海
面
無
役
之
相
手
村
i 
ニ
お
ゐ
て
不
法
之
働
仕
^
故
、從
，前
も
度
i
及
出
入
、

&

^

^

許
有
之
ジ-
^

紳
役
.所
*
^御
觸
渡̂

^
-.
7

^

ぇ
み
.
.磯
附
村.么
之
-'
1

^

洪
、''
.脃

漁
- 1

萆
浪
^

^

海
妙
#

义
"
何
れ
も
居
村
下
ー
べ 

眼
他
村
他
浦
穿
入
％

ー
肥
議

_

思

茗

突

、':贅
引
^

.黑

小

警

限

決

響

淵̂

外

藩
>

f

>

v
切
不
相
成
、 

貝
_

&

:«

渉

行
-^
%

相

機
-

•

デ
而
働
卟
義A
難
成
0:

且
取
撝：

外
漁
貝
由»

肥
食
用
ミ.致
^

迄
ニ.

U

«

、： .：
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書
中" 

被
告
村
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羽
田
村
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鈴
木
新
田
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つ
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れ
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ゐ
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御
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追
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濟
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友
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右
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れ
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知
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